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県内業界から見る【ＩｏＴに対する認識】について 

石川県中小企業団体中央会 

＜調査対象＞ 

◎調査期間：平成２８年1１月下旬～平成2８年1２月上旬   回答 ４７団体 ・製 造 業：３１団体中２２団体 

◎調査対象：当会情報連絡員（業界組合）58団体                       ・非製造業：２７団体中２５団体 

 

＜結果のポイント＞ 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

①ＩｏＴへの関心度合い 

                  

 

②ＩｏＴへの取組みを自社の課題と考えているか？  ③ＩｏＴに期待する効果 

製造業        非製造業           製造業           非製造業  

  

 

           

 

④ＩｏＴに取り組む上での課題 

           製造業                  非製造業 

 

ＩＯＴに対する認識について 

人口減少・労働力減少の背景から、中小企業においては人手不足や長時間労働等が発生しており、その対応策として、昨

今“ＩｏＴ”をはじめとする新しいＩＴ技術の導入・活用により、経営力強化・生産性向上に取り組むことが課題となって

いる。そこで県内の中小企業者の“ＩｏＴ”への認識を把握するため、業界組合に聞いてみたところ次のとおりであった。 

○全業種では、「関心がある」が４０．４％と最も多く、「とても関心がある」（１０．６％）と合わせると約半数が関

心があるとのことであった。ただ、ＩｏＴと自社の課題と捉えているかどうかでは、「将来の課題」と考えている業

界が多く、「喫緊の課題」と考えているよりも「課題とは感じていない」の方が多かった。また、ＩｏＴを取り組む

上での課題については、「経営効果が分からない」、「コストが高い」、「社内に人材がいない」、「何に取り組んでいい

か分からない」が多く、本格的な導入に入る前の初期段階での課題が多かった。 

○製造業では、「関心がある」が最も多く（５９．１％）、「聞いたことがある」（３１．８％）、「とても関心がある」（９．

１％）と続き、「知らない」との回答はなかった。期待する効果としては「生産効率向上」、「品質向上」、「保守・メ

ンテナンスの効率化」が多かった。 

○非製造業では、「聞いたことがある」と「知らない」が共に３２．０％で最も多く、「関心がある」との回答が少なく、

製造業と対照的であった。事業運営にあたり、設備・機器等が製造業よりも少ない業種が多いため、このような結果

になったと考えられる。期待する効果としては、「消費者行動の把握」、「接客の効率化」が多かった。 

【県内の中小企業者のＩｏＴへの認識 まとめ】 

 ＊ＩｏＴへの関心では製造業と非製造業で傾向が分かれた（製造業では高いが非製造業では低い）。 

 ＊ＩｏＴへの取組みについては、差し迫った課題とは考えられていない。 

 ＊ＩｏＴに取り組む上での課題は、導入にあたっての具体的なものではなく、初期段階のものが多い 

 ⇒ＩｏＴの具体的な構成や利用場面、効果がまだ浸透しているとは言えない。 

製造業 

全業種 製造業 非製造業 


